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会員各位

埼玉県精神保健福祉士協会　　
会長　塚本哲司

埼玉県精神保健福祉士協会学術集会の開催について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　本協会では、平成26年6月19日から21日に大宮ソニックシティを会場として、第50回公益社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会・第13回精神保健福祉士学会学術集会（以下、埼玉大会）を開催するため検討を重ねているところです。
本協会としては、開催県ということもあり、埼玉大会ではこれまで学会発表の経験が少ない若手・中堅会員の多くの方々に発表していただきたいと考えております。
　つきましては、標記学術集会を下記のとおり開催することいたしましたので、埼玉大会での発表を考えている方、また発表したいが「敷居の高さ」を感じて躊躇している方、発表の練習・事前研修の場として、多くの会員の皆様に利用していただけることを願っております。
また発表はしないが勉強のために参加したいという方も大歓迎です。是非多くの皆様の参加をお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　日時　平成25年11月17日（日）　9時40分～16時（9時20分開場）
２　場所　あけぼのビル会議室501
所在地：さいたま市浦和区岸町7-5-19
電　話：048-833-4111
３　発表形式　15分発表、5分質疑応答（全体持ち時間20分）
４　内容　9時40分～10時00分　挨拶及び趣旨説明
　　　　 10時00分～12時00分　演題発表　6題（予定）
12時00分～12時40分　休憩
　       12時40分～13時20分　演題発表　2題（予定）
　　　　 13時20分～13時40分　講評
　       13時40分～15時00分　講演　
「より良い研究発表のために：ソーシャルワーク実践を深める研究
の重要性」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　相川章子先生（聖学院大学　教授）
　　　　 15時00分～16時00分　個別相談会
　　　　　　　　　　　　　　　　 埼玉県内の大学等に勤務するベテランの研究者及び会員が、研究方
法や発表に関する個別相談を行います。
　      ※なお終了後懇親会を予定しています。
５　発表及び参加の申し込み
　　別紙を10月15日（火）までに埼玉県精神保健福祉士協会事務局へＦＡＸしてください。
　　ＦＡＸ：０４８－７２３－１５６１

～学術集会で発表を考えている皆様へ～
対象者
・埼玉大会で発表予定であり、その練習の場として発表したい方
・他の学会で発表予定であり、その練習の場として発表したい方
・近い将来学会等での発表を考えており、研修の場として発表したい方

内容について
・発表テーマは精神保健福祉領域または関連領域であればOKです。
・内容は実践報告的な内容でもOKです。

希望者に対する事前・事後相談体制について
・事前・事後相談を希望される方には担当者とメール相談が可能です。（申込書に記入のこと）
・担当者は研究者及び協会役員等が行います。

申し込み方法について
・埼玉県精神保健福祉士協会のホームページから発表申込書及び抄録集掲載用原稿をダウンロードして、必要事項を記入後、10月15日（火）までに下記メールアドレスまで送付ください。
メールアドレス：tsukamoto.tetsuji@pref.saitama.lg.jp
・採否及び連絡調整のためのメールを2週間以内に担当者からいたします。

発表方法について
・パワーポイント映写及びパワーポイント資料での発表
・発表時間：15分、質疑応答5分（持ち時間20分）

資料の作成について
・当日使用するパワーポイント資料は10月31日(水)までに上記アドレスまでメールで送付してください。送付いただいた資料は事務局で印刷します。
・追加資料がある場合は発表者が参加人数（事務局にメールで問い合わせのこと）を印刷持参し
てください。





【問い合わせ先】
埼玉県精神保健福祉士協会事務局
埼玉県立精神保健福祉センター内　
担当：塚本、濱谷
TEL：０４８－７２３－１１１１
FAX：０４８－７２３－１５６１

別紙

埼玉県精神保健福祉士協会事務局
ＦＡＸ：０４８－７２３－１５６１


埼玉県精神保健福祉士協会学術集会参加申込書


氏名：

所属：

電話番号：

発表：　発表したい　・　発表しない
（いずれかに○をしてください）
＊発表を希望される方は、別途発表申込書等の御提出をお願いいたします。

懇親会：　参加する　・　参加しない
（いずれかに○をしてください）

